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C o n t e n t s

新製品が加わり、作業効率がさらにアップ�
豊富な品揃えで、水道管路の耐震化に貢献します�

呼び径50に待望のＥＦ継手シリーズを�
一挙にラインアップ！�
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岩手・宮城内陸地震レポート 

岩手・宮城内陸地震レポート 
クボタシーアイ�
水道配水用ポリエチレンパイプで�
迅速な復旧を支援�

　前号では、水道管路の耐震化を特集し、クボタシーアイの

水道用耐震管材とともに、各自治体様の水道管路の耐震化

に対する取り組みについてレポートしました。しかし、その発行後、

岩手県一関市を震源とする岩手・宮城内陸地震が発生。震源

地に近い岩手県奥州市や宮城県栗原市を中心に大きな被害

がでました。今回、復旧作業が続く奥州市と栗原市で、水道関

係施設の被害状況と復旧工事で使用されたクボタシーアイの

水道配水用ポリエチレンパイプの施工評価をお聞きしました。�

1
特集�

地
震
の
被
害
と�

　
　
復
興
の
状
況�

　
平
成
20
年
６
月
14
日
8
時
43
分
、岩

手
県
内
陸
南
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2

の
地
震
が
発
生
し
、岩
手
県
奥
州
市
と

宮
城
県
栗
原
市
で
震
度
６
強
、宮
城
県

大
崎
市
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
ほ
か
、

東
北
地
方
を
中
心
に
北
海
道
か
ら
関
東
・

中
部
地
方
に
か
け
て
震
度
５
強
〜
１
を

観
測
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
地
震
に
よ

り
宮
城
県
を
中
心
に
岩
手
県
、秋
田
県
、

山
形
県
、福
島
県
で
死
者
13
名
、行
方

不
明
10
名
、負
傷
者
4
5
0
名
な
ど
、

被
害
が
で
ま
し
た（
７
月
28
日
19
時
00
 

分
現
在
：
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
）。

こ
の
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
地
震
で
は
、と
く
に
山
間
部
で

大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
秋
田
県
や

山
形
県
な
ど
の
隣
県
を
含
め
て

2
0
0
箇
所
以
上
で
山
崩
れ
が
起
こ
り
、

栗
原
市
、栗
駒
地
区
の
荒
砥
沢
ダ
ム
の

上
流
で
大
規
模
な
山
崩
れ
が
発
生
し

ま
し
た
。
栗
駒
山
の
麓
を
走
る
国
道

3
4
2
号
に
架
か
っ
て
い
た
祭
畤
大
橋

の
落
下
は
、直
下
型
地
震
の
恐
ろ
し
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

水
道
施
設
に
道
路
。
水
道
の
断
水
は
6

月
17
日
15
時
時
点
で
岩
手
、宮
城
、秋

田
、山
形
の
4
県
で
約
５
千
５
百
戸
に

上
り
ま
し
た
。
水
道
事
業
体
の
懸
命
な

復
旧
活
動
に
よ
り
、間
も
な
く
断
水
は

解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、今
で
も
山
間
部

の
一
部
の
道
路
で
は
通
行
止
め
に
な
っ

て
お
り
、水
道
施
設
の
本
復
旧
を
遅
ら

せ
て
い
ま
す
。
6
月
18
日
に
現
地
入
り

し
た
福
田
総
理
は
、視
察
後
、人
命
救

助
を
最
大
の
優
先
事
項
と
し
、水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
迅
速
な
復
旧
を

行
う
よ
う
指
示
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
も
水
道
の
復
旧
の

た
め
、地
震
発
生
当
初
か
ら
参
画
。
東

北
支
店
を
中
心
に
社
員
を
派
遣
し
、自

衛
隊
の
先
導
の
も
と
、技
術
支
援
を
行

い
復
旧
に
向
け
て
対
応
を
続
け
て
き
ま

し
た
。こ
の
災
害
の
復
興
に
威
力
を
発

揮
し
た
の
が
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
を
中
心
と
し
た
耐
震
管
材
。

軽
量
で
柔
軟
性
の
あ
る
管
材
特
性
を

活
か
し
、山
間
部
で
の
ス
ピ
ー
ド
施
工
で
、

被
災
市
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
徐
々
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
元
に
戻
り
、

7
月
末
に
は
仮
設
住
宅
が
完
成
。
避
難

所
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、山
間

部
の
復
旧
作
業
に
は
道
路
な
ど
の
土
木

作
業
が
必
要
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。こ
の
地
域
に
は
観
光
産
業
も
多
く

あ
り
、一
日
も
早
い
復
興
が
望
ま
れ
ま
す
。

青森県�

宮城県�

秋田県�

山形県�

福島県�

岩手県�

宮城県大崎市�
震度6弱�

岩手県奥州市�
震度6強�

宮城県栗原市�
震度6強�

宮城県仙台市�
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ま
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べ
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特集�

栗
原
市
で
の
復
旧
工
事�

優
れ
た
施
工
性
を
活
か
し
て
1.8�
km
の
管
路
を
4
日
間
で
完
了
�

栗原市上下水道部水道施設係�
千田 良 さま�

栗原市上下水道部水道施設係�
小野寺 和彦 さま�

現在の花山小豆畑地区の施工現場。�
坂道の曲がりくねった道沿いに布設され、将来的には埋設される予定。�

作業道に布設された水道配水用ポリエチレンパイプ�

自衛隊員によるパイプの配置が終わった状態�

　
こ
れ
ま
で
宮
城
県
沖
地
震
の
よ
う
な
大
き
な

地
震
で
も
目
だ
っ
た
被
害
を
経
験
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
栗
原
市
。
そ
れ
だ
け
に
栗
原
市
の
上
下
水

道
部
は
、こ
れ
ま
で
に
経
験
の
無
い
対
応
を
迫
ら

れ
た
。
ま
ず
、被
害
の
大
き
い
山
間
部
の
道
路
が

流
さ
れ
、水
道
管
路
の
埋
設
箇
所
が
分
か
ら
な
い
。

さ
ら
に
同
市
は
、平
成
17
年
4
月
に
10
町
村
が
合

併
し
て
宮
城
県
内
で
も
最
も
広
い
市
と
な
っ
た
た

め
、破
損
個
所
の
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
。

　
被
害
の
状
況
は
、市
南
東
部
の
上
下
水
道
区

域
で
は
配
水
管
が
破
損
。
震
源
地
に
近
い
北
西
部

の
山
間
地
で
は
簡
易
水
道
施
設
が
多
く
あ
り
、管

路
の
被
害
が
多
数
で
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
な

お
山
崩
れ
な
ど
で
立
ち
入
り

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
被

害
を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
。

　
そ
ん
な
簡
易
水
道
施
設
の

一
つ
小
豆
畑
簡
易
水
道
が
、水

源
の
枯
渇
、導
水
管
の
破
損
、

配
水
池
の
崩
落
な
ど
で
断
水
。

花
山
小
豆
畑
地
区
で
は
、お

よ
そ
60
世
帯
で
断
水
し
、不

便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
と
く
に
こ
の
地
区
に

は
乳
牛
な
ど
を
飼
う
畜
産

農
家
が
多
く
、一
日
に
1
ト
ン

以
上
の
水
を
使
う
と
こ
ろ
も

珍
し
く
な
い
。一
刻
も
早
い
復

旧
が
望
ま
れ
る
中
、破
損
個

所
の
補
修
を
断
念
し
、緊
急

連
絡
管
の
布

設
が
決
ま
っ
た
。

水
源
は
、
水

量
的
に
余
裕

の
あ
る
隣
の

花
山
本
沢
の

越
戸
配
水

池
が
選
ば
れ
、

問
題
は
管
種

の
選
定
と
な

っ
た
。
施
工
現
場
は
、舗
装
さ
れ
て
い
る
も
の
の
Ｓ

字
に
曲
が
っ
た
細
い
道
路
脇
に
布
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、ど
う
し
て
も
曲
管
が
必
要
に
な

る
箇
所
が
多
い
。
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
口
径
φ
1
0
0
）。

あ
る
程
度
の
曲
が
り
部
で
は
管
の
柔
軟
性
を
活
か

し
た
生
曲
げ
で
対
応
で
き
る
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の

採
用
に
不
安
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
栗
原

市
の
合
併
前
、旧
一
迫
町
で
試
験
施
工
の
実
績
が

あ
る
も
の
の
、施
工
に
慣
れ
た
業
者
が
少
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
施
工
初
日
は
午
前
中
に
施
工
講
習

会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、予
定
の
施
工
距
離

に
到
達
で
き
ず
、関
係
者
を
心
配
さ
せ
た
。
そ
れ

で
も
、二
日
目
か
ら
は
パ
イ
プ
の
接
合
に
慣
れ
、施

工
ス
ピ
ー
ド
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
そ
し
て
最

終
的
に
は
予
定
を
短
縮
し
、四
日
間
で
1.8
km
の
施

工
を
完
了
し
た
。

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
小
豆
畑
の

水
源
が
利
用
で
き
な
い
た
め
、布
設
し
た
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、そ
の
ま
ま
埋
設
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
施
工
を
経
験
し
た
栗
原
市
は
、こ
の
よ
う

に
施
工
性
が
重
要
視
さ
れ
る
災
害
復
旧
時
に
は

非
常
に
有
用
な
管
材
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

余震が続く中、施工が行われた。�

あ
ず
き
ば
た

奥
州
市
で
の
復
旧
工
事�

軽
量
な
パ
イ
プ
を
人
力
で
搬
入
し
、山
間
部
で
の
ス
ピ
ー
ド
施
工
に
成
功
�

奥州市水道部建設課�
境田 洋春 さま�

　
地
震
が
発
生
し
て
一
番
困
る
の
が
、水

道
と
い
わ
れ
る
。
今
回
の
地
震
で
も
こ
れ

ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
地
域
が
強
い

地
震
に
襲
わ
れ
、数
多
く
の
水
道
施
設

に
被
害
が
出
た
。
改
め
て
耐
震
管
路
の

早
期
整
備
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、前
号
で

紹
介
し
た
厚
生
労
働
省
の
「
水
道
施
設

の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
省
令
を
一
部

改
正
す
る
省
令
」
が
10
月
1
日
よ
り
施

行
さ
れ
た
。
施
設
の
重
要
度
や
地
震
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
管
種
の
選
択
に
よ
り
効

率
的
な
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
�

　
奥
州
市
で
は
今
回
の
地
震
で
、導
配
水
施
設
と

浄
水
施
設
が
破
損
。こ
れ
に
よ
り
断
水
が
北
股
地

区
と
衣
川
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
水
道
で
発
生
し

た
。
北
股
地
区
は
緩
速
ろ
過
池
の
被
害
を
受
け
た

が
、緊
急
時
連
絡
管
の
活
用
と
配
水
管
の
漏
水
修

理
に
よ
り
、発
生
後
か
ら
6
日
目
に
は
断
水
を
解

除
で
き
た
。し
か
し
、被
害
の
大
き
か
っ
た
衣
川
地

区
で
は
、衣
川
簡
易
水
道
の
上
立
沢
水
源
が
余
震

に
よ
る
取
水
口
へ
の
土
砂
崩
落
が
あ
り
、水
量
が
減

少
。
隣
接
す
る
鳴
沢
水
源
も
林
道
が
崩
れ
導
水
管

が
破
損
し
た
。こ
の
鳴
沢
水
源
を
早
急
に
復
旧
す

る
た
め
地
表
部
に
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
施
工
性
の
良
さ
と
曲
げ
配
管
が
容

易
な
ど
の
理
由
か
ら
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
φ
1
5
0
が
選
ば
れ
、仮
復
旧
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、本
震
か
ら
4
日
後
の
余
震
で
水
源
へ
の

林
道
が
再
び
崩
れ
導
水
管
が
破
裂
し
、仮
復
旧
作

業
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。
崩
落
現
場
で
の
復
旧

は
危
険
性
も
高
い
こ
と
か
ら
迂
回
ル
ー
ト
で
の
仮

設
配
管
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
仮
設
配
管
は

1.39
km
と
施
工
距
離
が
長
く
、ま
た
重
機
や
運
搬
車

が
使
え
な
い
た
め
人
力
で
運
搬
で
き
る
軽
量
な
管

材
が
必
要
で
あ
っ

た
。こ
こ
で
は
同

じ
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
で
も
、口
径

を
φ
1
5
0
か

ら
φ
1
0
0
に

変
更
し
た
。
水

道
配
水
用
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

の
φ
1
0
0
で

あ
れ
ば
、一
本
当

た
り
21
kg
と
一
人

で
も
持
つ
こ
と
が

で
き
る
か
ら
だ
。
実
際
の
作
業
は
、お
よ
そ
30
名
の

自
衛
隊
員
が
作
業
道
の
入
口
か
ら
2
7
0
本
も

の
パ
イ
プ
を
布
設
場
所
に
設
置
し
、4
班
に
分
か

れ
た
施
工
業
者
が
接
続
を
行
っ
て
い
っ
た
。
施
工
業

者
も
電
気
融
着
に
よ
る
接
続
に
慣
れ
て
お
り
、一
日

約
4
0
0
m
の
施
工
距
離
を
確
保
。
搬
入
か
ら
施

工
完
了
ま
で
わ
ず
か
5
日
間
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
施

工
と
な
っ
た
。26
日
に
は
通
水
を
行
い
、27
日
に
市

内
の
断
水
箇
所
は
全
て
解
除
さ
れ
た
。
ま
た
、鳴

沢
水
源
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、隣

接
の
上
立
沢
水
源
の
水
量
減
少
分
も
補
助
が
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
配
管
が
地
上
に
布
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、

空
気
弁
や
仕
切
弁
な
ど
金
属
部
の
凍
結
対
策
が

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、来
年
度
に

は
林
道
工
事
と
と
も
に
本
復
旧
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、耐
震
性
と
施
工
性
に
優
れ
た
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
使
用
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
今
回
の
地
震
災
害
の
復
旧
工
事
で
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
幅
広
く
採
用
さ
れ
た
。
奥

州
市
で
は
平
成
18
年
2
月
の
合
併
前
か
ら
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
管
材
特
性
を
評
価
し
、

電
食
が
懸
念
さ
れ
る
線
路
の
横
断
部
や
重
機
が
使

用
で
き
な
い
、軽
く
て
施
工
性
の
要
求
さ
れ
る
所
で

採
用
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
後
も
水
道
管
路
の
耐

震
化
の
た
め
施
工
状
況
に
合
わ
せ
、水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
え
ど
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　人生の最も大きな買い物としてあげられるマイホーム。�

家族の思いが詰まった住まいには長く、心地よく住みたいものです。�

ところが、これまで住宅の性能に関する共通のルールがないため、引き渡し後、

住宅供給側と消費者間のトラブルが絶えませんでした。�

　このようなトラブルを未然に防ぐため、法整備がなされ、また、一定一定の条件の条件

を満たすことで金融支援が受けられる体制も整ってきました。ここでは、住宅住宅

の品質に関する法律や支援について解説すると共に、それら 条件の条件を満たす

クボタシーアイの建築設備配管商品を紹介します。�

屋根（屋根版）�

斜材� 開口部�

外壁�

外壁などからの�
雨水の浸入�

横架材�

柱�

床（床版）�

土台�

基礎�

小屋組�
屋根などからの�
雨水の浸入�

防犯�
（開口部の侵入防止対策）�

維持管理・更新への配慮�
（維持管理対策等級 等級○等）�

高齢者への配慮�
（高齢者等配慮対策等級 等級○等）�

構造の安定�
（耐震等級 等級○等）� 音環境�

（重量床衝撃音対策等級 等級○等）�温熱環境�
（省エネルギー対策等級 等級○等）�

火災時の安全�
（耐火等級 等級○等）�

劣化の軽減�
（劣化対策等級 等級○等）�

空気環境�
（ホルムアルデヒド�
  発散等級 等級○等、�
  濃度測定等）�

光・視環境�
（単純開口率○％ 等）�

2F 汚
水�

1F 汚
水
�

1F 雑
俳
水
�

2F トイレ�

1F トイレ�

住宅の品質を保証する法律とサポートする制度�
～お気に入りの住まいに長く住むために～�

住宅の品質を保証する法律とサポートする制度�
～お気に入りの住まいに長く住むために～�

［参考］

2
特集�

2
特集�

～お気に入りの住まいに長く住むために～�～お気に入りの住まいに長く住むために～�

　人生の最も大きな買い物としてあげられるマイホーム。�

家族の思いが詰まった住まいには長く、心地よく住みたいものです。�

ところが、これまで住宅の性能に関する共通のルールがないため、引き渡し後、

住宅供給側と消費者間のトラブルが絶えませんでした。�

　このようなトラブルを未然に防ぐため、法整備がなされ、また、一定の条件

を満たすことで金融支援が受けられる体制も整ってきました。ここでは、住宅

の品質に関する法律や支援について解説すると共に、それらの条件を満たす

クボタシーアイの建築設備配管商品を紹介します。�

住宅の品質を保証する法律と�
サポートする制度�

■ 図 住宅性能表示のイメージ�

「
住
宅
の
品
質
確
保
の�

　
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

　
の
施
行�

　
住
宅
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
、

住
宅
の
性
能
や
そ
の
保
証
、住
宅
の
売

買
契
約
そ
し
て
住
宅
請
負
の
仕
組
み
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
ず
住
宅
取
得
者

の
問
題
点
と
し
て
、住
宅
の
性
能
表
示

に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
が
無
い
た
め
、建

築
会
社
間
の
住
宅
性
能
を
比
較
す
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
住

宅
の
購
入
後
も
性
能
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
も
処
理
体
制
が
無
く
、

時
間
と
金
銭
的
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
も
大
き
な
問
題

は
、瑕
疵
担
保
期
間
が
1
〜
2
年
と
短

く
、そ
の
後
の
無
償
修
繕
が
要
求
で
き

な
い
こ
と
で
し
た
。一
方
、住
宅
を
供
給

す
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
側
も
、性
能
に
関

す
る
基
準
が
無
い
た
め
フ
ェ
ア
な
競
争
が

で
き
な
い
、あ
る
い
は
住
宅
の
性
能
に
関

す
る
ク
レ
ー
ム
処
理
に
多
く
の
時
間
を

要
す
る
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
背
景
に
平
成
12

年
4
月
1
日
施
行
さ
れ
た
の
が
、「
住

宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」（
以
下
、住
宅
品
質
確
保
法
）。こ
の

法
律
の
ポ
イ
ン
ト
は
、基
本
構
造
部
分

の
10
年
間
瑕
疵
担
保
責
任（
修
補
請
求

権
等
）の
義
務
化
、

住
宅
性
能
表
示

制
度
の
創
設
、

住
宅
専
門
の
紛

争
処
理
機
関
の

設
立
の
3
点
で
す
。

　
中
で
も
住
宅

性
能
表
示
制
度

で
は
、住
宅
性
能

を
契
約
の
事
前

に
比
較
で
き
る

よ
う
新
た
に
性

能
の
表
示
基
準

を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
客
観

的
に
性
能
を
評

価
で
き
る
第
三

者
機
関
を
設
置
し
、

設
計
段
階
と
住

宅
引
き
渡
し
時

に
住
宅
の
品
質

評
価
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、10
種
類
の
分
野
で
性
能

の
評
価
方
法
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す（
「
図
 住
宅
性
能
表
示
の
イ
メ
ー
ジ
」

参
照
）。
も
し
、こ
の
評
価
書
に
表
示
さ

れ
た
性
能
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
、消

費
者
は
住
宅
供
給
者
に
修
繕
等
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
、ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
に
は
専
門
の
紛
争
処
理
機
関
が

円
滑
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、評
価
方
法
基

準
の
一
つ
「
維
持
管
理
へ
の
配
慮
に
関

す
る
こ
と
」
の
等
級
2
以
上
の
取
得
が

可
能
な
低
層
住
宅
用
基
礎
貫
通
継
手

「
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
」
を
開
発
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
部
分
に
さ
や
管
を
設
置
し
、こ

れ
に
内
管
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、基
礎
部
分

を
壊
す
こ
と
な
く
排
水
管
の
更
新
や
修
理
を

可
能
に
し
ま
す
。

����������

優
良
住
宅
取
得
支
援
制
度�

「
フ
ラ
ッ
ト
35
S
」�

　
住
宅
性
能
表
示
制
度
が
整
備
さ
れ
る
と
共
に
、

優
良
な
住
宅
建
築
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
金
融
支
援

も
で
き
て
い
ま
す
。
民
間
金
融
機
関
と
住
宅
金

融
支
援
機
構
が
提
携
し
て
提
供
し
て
い
る
の
が
、

最
長
35
年
間
金
利
が
変
わ
ら
な
い
住
宅
ロ
ー
ン

の
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
。ロ
ー
ン
の
物
件
検
査
の
際
、

対
象
と
な
る
住
宅
の
技
術
基
準
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、住
宅
金
融
支
援
機
構
と
締
結
し
て
い
る

検
査
機
関
の
適
合
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
の
依
頼
者
は
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
」
、「
耐
震
性
」
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
」
、

「
耐
久
性
・
可
変
性
」
の
４
つ
の
技
術
基
準
の
う

ち
1
つ
以
上
の
基
準
を
満
た
す
住
宅
を
取
得
さ

れ
る
場
合（
平
成
20
年
10
月
1
日
以
降
申
し
込

み
か
ら
基
準
要
件
を
2
つ
か
ら
1
つ
以
上
に
緩

和
中﹇
期
間
未
定
﹈）、優
良
住
宅
取
得
支
援
制

度
「
フ
ラ
ッ
ト
35
S
」
が
利
用
で
き
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
当
初
5
年
間
の
借
入
金
利
に
つ
い
て
、年

0.3
％
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
低
層
住
宅
用
基
礎
貫

通
継
手
「
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
」
は
、左
記
の
技
術

基
準
の
う
ち
「
耐
久
性
・
可
変
性
」
の
維
持
管

理
対
策
の
要
件
を
満
足
し
ま
す
。

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
の
公
布�

　
住
宅
購
入
後
に
問
題
に
な
る
の
が
、品
質
の

ト
ラ
ブ
ル
。
前
述
の
住
宅
品
質
確
保
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
10
年
の
瑕
疵
担
保
責
任
は
あ
る
も

の
の
、平
成
18
年
以
降
に
構
造
計
算
書
偽
装

事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、住
宅
供
給

者
が
破
綻
し
、瑕
疵
担
保
責
任
が
履
行
で
き
な

く
な
り
大
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
受
け
て
瑕
疵
担
保
責

任
が
履
行
さ
れ
る
よ
う
資
力
確
保
を
義
務
化

す
る
新
し
い
法
律
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責

任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律（
住
宅

瑕
疵
担
保
履
行
法
）が
平
成
19
年
5
月
30
日

に
公
布
さ
れ
、瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
の

指
定
が
平
成
20
年
4
月
よ
り
、資
力
確
保
義

務
付
け
が
平
成
21
年
10
月
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
法
に
よ
り
資
力
確
保
措
置
を
義
務
づ
け
さ

れ
る
の
は
、買
主
ま
た
は
発
注
者
に
新
築
住
宅

を
引
き
渡
す
建
設
業
者
お
よ
び
住
宅
建
物
取

引
業
者
で
す
。
そ
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、平

成
21
年
10
月
1
日
以
降
に
引
き
渡
さ
れ
る
新

築
住
宅（
一
戸
建
て
、マ
ン
シ
ョ
ン
、賃
貸
）で
、資

力
確
保
の
範
囲
は
住
宅
品
質
確
保
法
で
定
め
る
、

「
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
」
と
「
雨
水
の
浸

入
を
防
止
す
る
部
分
」
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
と
は
基
礎
、土

台
、柱
な
ど
の
構
造
物
で
あ
り
、住
宅
排
水
管

の
施
工
を
考
え
た
場
合
、基
礎
躯
体
に
影
響
を

与
え
な
い
設
備
配
管
部
材
と
設
計
が
求
め
ら

れ
ま
す
。ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
低
層
住
宅
用
排

水
合
流
継
手
「
K
C
ユ
カ
マ
ス
」
は
、ト
イ
レ
や

バ
ス
な
ど
複
数
の
水
周
り
か
ら
の
排
水
を
集
水

で
き
る
た
め
基
礎
貫
通
部
分
を
減
ら
す
こ
と

が
可
能
で
、瑕
疵
担
保
履
行
法
の
対
策
と
し
て

ご
使
用
い
た
だ
け
る
製
品
で
す
。

低層住宅用基礎貫通継手�
「KC貫通パック」配管イメージ�

各技術基準は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づく住宅性能表示制度
の性能等級等と同じです。住宅性能評価書を取得しなくてもフラット35Sは利用できます。
免震建築物は、住宅性能表示制度の評価方法基準1-3に適合しているものを対象とします。
一定の更新対象とは、躯体天井高の確保（2.5m以上）及び間取り変更の障害となる壁または柱がないことです。

（ 注 ）

（※1）
（※2）

■ フラット35Sの技術基準�■ KC貫通パック�

・Pack 100

・Pack 50

■ 対象となる瑕疵担保責任の範囲例（2階建ての骨組み）�

・ 住宅性能表示制度（住まいの情報発信局）

・ 住宅の品質確保の促進等に関する法律のポイント（住まいの情報発信局）

・ 住宅瑕疵担保履行法「よくわかる新法解説ガイド」（財団法人住宅保証機構）

省エネルギー対策等級�
4の住宅�

省エネルギー性�
高齢者等配慮対策等級�
3、4または5の住宅�

バリアフリー性�

耐震等級（構造躯体の�
倒壊等防止）2または3の�
住宅免震構造物（※１）�

耐 震 性�
劣化対策等級3、かつ、�
維持管理対策等級2または3の�
住宅（共同住宅等については、�
一定の更新対策（※2）が必要）�

耐久性・可変性�

■ 低層住宅用排水合流継手�
　「KCユカマス」�
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排水管の更新・補修が簡単�
住宅の品質確保促進法に対応�

特 長�

ＫＣ貫通パックを�
使用すると、�

G.L.

二重管基礎貫通継手�

G.L. G.L.

住宅金融支援機構の技術基準※に対応�
※フラット35S優良住宅取得支援制度の融資条件である4つの基準のうち
「耐久性・可変性」の基準に対応できます。�

更新性� 掃流性�

ゴム輪�

㈰内管ゴム輪接合のため、
取り外しが容易。

㈪外構側・屋内側の
　両方からの配管が
　容易。

㈰内面は滑らかで、スムーズな
　排水を実現。

㈪壁際に垂直に立ち上げるため、
迂回配管不要。

信頼性�

㈰内管の材質は耐久性のある
　硬質ポリ塩化ビニル製。

㈪防虫リングで虫の侵入防止と
　水密性を補助します。

製品案内�

パック内容�

・Pack 100
（適用配水管適用配水管：VU100、VU75［屋内側屋内側で異径継手異径継手を使いVU100に変換］）�
・Pack 100
（適用配水管：VU100、VU75［屋内側で異径継手を使いVU100に変換］）�

・Pack 50
（適用配水管：VU50）�

防虫リング�

順応性�

㈰1種類で、深基礎などにも対応可能。

㈪さや管本体の固定リブで配筋へ
の設置をサポート。

バス�
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戸
建
て
住
宅
排
水
管
工
事
　
千
葉
県 

君
津
市�

■ Field Report Now　施工現場レポート� Field Report Now ／ 施工現場レポート�

排
水
管
の
基
礎
貫
通
部
を
�

更
新
可
能
に
す
る
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
�

住
宅
品
質
確
保
法
＆
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
に
対
応
す
る
K
C
貫
通
パ
ッ
ク�有限会社 松本工業

松本 美佐夫さん
株式会社 新昭和
購買部 松田 芳輝さん

KC貫通パックの施工後（小型が洗面台と洗濯機用のPack50、大型が2階トイレ用のPack100）

KC貫通パック設置箇所全景�KC貫通パック設置箇所全景�

ウイザースホーム完成イメージ（ドルチェシリ－ズ）　※同じタイプのイメージ図で実際の完成図とは異なります。

　
今
日
、住
宅
の
品
質
を
明
確
に
し
、こ
れ

を
高
め
て
い
く
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。住

宅
品
質
確
保
法
で
は
10
種
類
の
分
野
で
住

宅
の
性
能
評
価
基
準
が
設
定
さ
れ
た
。ま

た
、優
良
住
宅
の
建
築
を
資
金
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
フ
ラ
ッ
ト
35
S（
優
良
住
宅
取
得

支
援
制
度
）も
創
設
。さ
ら
に
、国
土
交
通

省
は
住
生
活
の
向
上
や
環
境
負
荷
の
低
減

を
目
的
と
し
て
、良
質
な
住
宅
が
長
期
に

わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
普
及
す
る
た

め
、「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
案
」
を
国
会
に
提
出（
平
成
20

年
2
月
26
日
閣
議
決
定
）し
た
。こ
れ
に

よ
っ
て
今
後
二
百
年
先
を
視
野
に
入
れ
た

住
宅
建
設
が
、増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
こ
れ
ら
の
動
向
に

合
わ
せ
て
「
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
」
を
開
発
。

K
C
貫
通
パ
ッ
ク
は
、サ
ヤ
管
と
内
管
の
二

重
構
造
で
、戸
建
て
住
宅
の
基
礎
部
分
に

設
置
す
る
こ
と
で
基
礎
を
壊
さ
ず
更
新

や
点
検
を
可
能
に
す
る
。
今
回
、そ
の

K
C
貫
通
パ
ッ
ク
の
施
工
現
場
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
千
葉
県
君
津
市
へ
と
向
か
っ
た
。

　
す
ぐ
近
く
を
J
R
内
房
線
が
走
り
、敷

地
の
裏
に
は
雑
木
林
が
広
が
る
緑
が
多
い

住
宅
街
が
施
工
現
場
。そ
こ
で
注
文
住
宅

の
基
礎
部
分
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

建
築
を
請
け
負
う
の
は
、千
葉
県
内
を
中

心
に
注
文
住
宅
、分
譲
住
宅
な
ど
幅
広
い

不
動
産
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社
新

昭
和
。
建
設
中
の
住
宅
は
、２
ｘ
４
工
法

を
ベ
ー
ス
に
経
年
変
化
や
災
害
に
強
い
、

高
品
質
を
特
徴
と
す
る
同
社
の
メ
イ
ン
ブ

ラ
ン
ド
、ウ
イ
ザ
ー
ス
ホ
ー
ム
で
あ
る
。

　
長
期
優
良
住
宅
を
目
指
し
た
同
社
の
注

文
住
宅
に
は
、こ
の
よ
う
な
基
礎
部
分
で
排

水
管
を
更
新
可
能
に
す
る
工
事
は
標
準
に

な
っ
て
い
る
。「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
へ
の
対
応
や
、

い
ざ
と
い
う
時
の
更
新
対
応
な
ど
、最
終
的

に
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
様
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、株
式
会
社
新
昭

和
購
買
部
の
松
田
芳
輝
さ
ん
。ま
た
、K
C

貫
通
パ
ッ
ク
の
採
用
に
当
た
っ
て
、「
他
社
か

ら
も
た
く
さ
ん
同
類
の
製
品
が
出
て
い
ま

す
か
ら
、数
社
の
製
品
を
施
工
性
、更
新
性
、

コ
ス
ト
面
な
ど
を
比
較
検
討
し
、K
C
貫
通

パ
ッ
ク
に
決
め
ま
し
た
」
と
K
C
貫
通
パ
ッ
ク

の
総
合
的
な
基
準
の
高
さ
を
評
価
し
た
。

他
に
も
K
C
貫
通
パ
ッ
ク
は
、他
社
製
品

と
比
較
し
て
、一つ
の
製
品
で
様
々
な
基

礎
に
対
応
で
き
る
の
で
、管
理
が
容
易
で

あ
る
こ
と
が
評
価
を
高
め
た
と
述
べ
た
。

　
一
方
、施
工
を
担
当
し
た
松
本
工
業

の
松
本
美
佐
夫
さ
ん
は
、「
も
ち
ろ
ん

施
工
は
、基
礎
に
排
水
管
を
埋
め
込

む
、こ
れ
ま
で
の
工
事
と
は
異
な
る
。

し
か
も
今
回
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

試
行
錯
誤
が
あ
り
時
間
が
掛
か
っ
た

が
、次
回
は
施
工
方
法
を
工
夫
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
施
工
性
に
関
し
て
、松

田
芳
輝
さ
ん
は
、複
数
の
水
廻
り
の
排

水
を
床
下
で
集
水
し
て
宅
地
ま
す
へ

と
送
る
「
K
C
ユ
カ
マ
ス
」
と
の
セ
ッ
ト

で
施
工
す
る
可
能
性
に
も
言
及
。「
K
C

貫
通
パ
ッ
ク
と
K
C
ユ
カ
マ
ス
を
セ
ッ
ト

で
使
用
す
れ
ば
、基
礎
部
分
を
通
過
さ

せ
る
排
水
管
も
少
な
く
な
る
た
め
、施

工
性
が
さ
ら
に
良
く
な
り
、基
礎
部
分

の
強
度
も
損
ね
ず
に
す
む
の
で
は
な
い

か
」
と
相
乗
効
果
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　
工
事
は
、基
礎
部
分
で
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
し
か
し
、こ
の
基
礎
の
部

分
で
し
っ
か
り
し
た
工
事
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、百
年
先
、二
百
年
先
に
も

快
適
に
住
む
住
宅
が
で
き
る
。今
回
の

工
事
を
取
材
し
、住
宅
メ
ー
カ
ー
、施

工
業
者
、管
材
メ
ー
カ
ー
の
努
力
が
一

体
と
な
っ
て
初
め
て
、住
む
人
の
夢
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し
た
。

Pack50（左）とPack100（右）の施工�
KC貫通パックの背にある固定リブにd10の鉄筋がしっかり固定されている。

Pack 50 Pack 100
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年度

S53～62�
平均1.9回�
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H10～H19�
平均4.7回�

※気象庁発行のアメダス年報から計算　［備考］アメダスの記録は、毎時資料（0分～59分までの前一時間降水量）から計算しているため、実際の降り出しからの時間測定に比べて少なくなります。
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市街化後�

市街化前�

P

集中豪雨による浸水被害からどう暮らしを守るか �
～水害に強いまちづくり～�

集中豪雨による浸水被害から�
どう暮らしを守るか�
集中豪雨による浸水被害から�
どう暮らしを守るか�
～水害に強いまちづくり～�

　近年、局地的な大雨が降り、河川の氾濫により道

路の冠水、住宅の浸水などの被害が増加しています。

その傾向は、都市部で顕著に現れ、都市化に伴うヒ

ートアイランド現象や雨水の排水能力不足が原因と

して指摘されています。�

ここでは、近年の集中豪雨の発生傾向とその原因、

国の対策に加えてクボタシーアイの浸水対策製品

を紹介します。�

3
特集�

集中豪雨による浸水被害からどう暮らしを守るか�
～水害に強いまちづくり～� 3

特集�

写真提供： 日本下水道新聞（日本水道新聞社）

増
加
す
る
集
中
豪
雨�

　
今
年
も
夏
場
を
中
心
に
集
中
豪

雨
が
各
地
で
発
生
し
、「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

と
い
う
言
葉
も
広
く
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
8
月
末
に
東
海
、

関
東
、中
国
、東
北
地
方
を
襲
っ
た
記

録
的
な
大
雨
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
で

1
時
間
の
雨
量
が
1
4
6
mm
を
越
え
、

死
傷
者
を
含
む
住
宅
の
浸
水
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
雨
は
、
も
は
や
珍

し
い
も
の
で
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
1
時
間
の
降
水
量
が
50
mm
を
超

え
る
大
雨
は
、
年
々
の
変
動
幅
が
大

き
く
な
り
、
発
生
回
数
も
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
過
去
30
年
間
の

ア
メ
ダ
ス
の
観
測
記
録
を
見
る
と
、

50
mm
を
越
え
る
雨
の
場
合
、
昭
和
53

年
（
1
9
7
8
年
）
か
ら
10
年
の
年

平
均
は
2
0
6
回
、
次
の
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
か
ら
の
年
平
均
が

2
3
4
回
で
、
さ
ら
に
平
成
10
年

（
1
9
9
8
年
）
か
ら
の
年
平
均
は

3
1
5
回
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
0
0
mm
を
越
え
る
大
雨
で
は
、
大

雨
の
発
生
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
大
き

く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
1.9
回
、2.5
回
、4.7

回
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
、

集
中
豪
雨
や
雨
量
の
多
い
雨
が
著
し

く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

都
市
型
水
害
の
原
因

　
都
市
型
水
害
の
原
因
と
し
て
は
、都

市
化
に
伴
う
都
市
機
能
の
変
化
、生
活

習
慣
の
変
化
、環
境
の
変
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
都
市
部
の
河
川
流
域
で
は
、宅
地
造

成
や
道
路
整
備
な
ど
が
進
む
と
、地
表

面
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
で
覆
わ
れ
、雨

水
が
地
中
に
浸
透
せ
ず
、そ
の
ま
ま
下

水
道
や
河
川
に
流
れ
込
み
、下
水
の
逆

流
や
堤
防
の
決
壊
か
ら
水
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、都
市
部
の
地
下

街
や
地
下
室
な
ど
の
地
下
空
間
の
利

用
が
、水
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
ま
す
。

地
上
と
比
較
す
る
と
浸
水
の
水
位
が
上

昇
す
る
の
が
早
い
た
め
で
す
。

　
生
活
習
慣
の
変
化
を
考
え
る
と
、シ

ャ
ワ
ー
や
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
生
活
用
水

の
使
用
量
が
増
加
し
、東
京
な
ど
で
は

過
去
二
十
年
間
で
1.5
倍
に
増
加
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、下

水
道
の
処
理
能
力
は
大
き
く
変
化
し
て

い
な
い
の
で
、短
時
間
で
の
大
雨
を
許
容

す
る
余
力
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
都
市
構
造
を
原
因
と
す
る
問

題
の
他
、雨
を
降
ら
す
気
象
の
変
化
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。
第
一
に
地
球
温
暖
化
が

起
因
し
た
気
象
変
動
。
温
暖
化
が
進
む

と
大
気
中
の
水
蒸
気
量
が
増
加
し
、集

中
豪
雨
が
増
加
し
、熱
帯
低
気
圧
の
強

度
が
増
加
す
る
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
都
市
部
で
は
自
動
車
の
排
ガ
ス
、建
物

の
冷
暖
房
、
そ
し
て
太
陽
熱
を
吸
収
し
蓄
熱

す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
原
因
と

な
る
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
」
が
集
中
豪

雨
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
浸
水
対
策
と�

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
雨
水
貯
留
浸
透
槽�

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム�

　
国
や
地
方
自
治
体
は
こ
れ
ら
集
中
豪
雨
に
伴

う
浸
水
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
性
は
、ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
よ
る
非
難
確
保
計
画
の
策
定
、

河
川
管
理
者
や
地
下
街
管
理
者
と
の
情
報
共
有

な
ど
ソ
フ
ト
対
策
と
管
渠
や
ポ
ン
プ
場
の
能
力
強

化
や
雨
水
処
理
浸
透
施
設
の
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド

対
策
に
分
か
れ
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
は
、平
成
18
年
に
浸
水
に
対
す
る

安
全
度
を
早
急
に
高
め
、安
心
し
て
都
市
活
動
が�

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
「
下
水
道
統
合
浸
水
対
策

緊
急
事
業
」
を
開
始
。地
下
街
や
一
定
規
模
の
浸
水

実
績
が
あ
る
な
ど
、浸
水
防
止
に
取
り
組
む
必
要

性
が
高
い
地
区
に
お
い
て
、ハ
ー
ド
対
策
に
加
え
、ソ

フ
ト
対
策
の
強
化
や
自
助
に
よ
る
取
組
も
盛
り
込

ん
だ
「
下
水
道
総
合
浸
水
対
策
緊
急
計
画
」
を
策

定
す
る
自
治
体
を
補
助
し
て
い
ま
す
。（
計
画
策
定

期
間
は
平
成
18
年
度
よ
り
3
年
間
以
内
と
す
る
）

　
ま
た
、国
土
交
通
省
は
、都
市
で
の
浸
水
被
害

を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
、地
域
全
体
で
雨

水
流
出
抑
制
を
目
的
と
し
た
貯
留
浸
透
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
3
月
30
日
付

け
で
、下
水
道
、道
路
、公
園
、河
川
、住
宅
・
建
築

等
の
関
係
部
局
の
連
名
に
よ
り
、雨
水
貯
留
浸
透

の
推
進（
事
業
連
携
の
強
化
）に
つ
い
て
の
通
知
文

書
「
都
市
に
お
け
る
安
全
の
観
点
か
ら
の
雨
水
貯

留
浸
透
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
ま
し
た
。こ

の
中
で
は
、「
雨
水
貯
留
浸
透
の
施
設
整
備
等
を

実
施
す
る
場
合
は
よ
り
一
層
、関
係
部
局
が
協
調

し
て
相
互
に
連
絡
調
整
を
緊
密
に
行
い
、事
業
連

携
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、ま
た
、資

管
内
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、関
係
部
局
等

が
連
携
し
て
雨
水
貯
留
浸
透
の
取
り
組
み
を
行

う
場
合
に
は
、所
管
事
業
に
つ
い
て
特
段
の
支
障

が
な
い
範
囲
で
必
要
な
事
業
の
実
施
及
び
支
援

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
」
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

合
わ
せ
て
発
出
さ
れ
た
「
雨
水
の
貯
留
浸
透
を
重

点
的
か
つ
緊
急
的
に
進
め
る
べ
き
地
区
に
お
け
る

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」（
平
成
19
年
3
月
30
日

付
課
長
補
佐
事
務
連
絡
）で
は
、雨
水
貯
留
浸
透

の
推
進
に
あ
た
っ
て
公
園
や
下
水
道
、道
路
な
ど

■ 市街化に伴う浸水被害�

駐車場、道路での施工（ともにRAIN望スタジアム）�

駐車場� 道　路�

道　路� 住宅での庭や駐車場� 大型施設の駐車場�

RAIN望スタジアムの使用例�
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半地下室�

排水口� 排水口�

公共（宅地）ます�

下水道管�

地上階� ド
ラ
イ
エ
リ
ア�

トイレ、�
風呂など�

逆止弁＜カンタン君＞�

■ コンクリートます用�
　 逆止弁�

φ500 φ350

■ こんにちは！ 工事店さま訪問記�

工
事
店
さ
ま
訪
問
記�

工
事
店
さ
ま
訪
問
記�

株
式
会
社 

鹿
内
組�

社
員
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
会
社
の
力
を
結
集�

株式会社 鹿内組�
本　社： 青森県青森市大字野尻字今田97番1号�
主業務： 建設業（土木、建築、とび土工コンクリート、管、塗装、鋼構造物、舗装、浚渫、造園、�
　　　  水道施設、消防施設）、宅地建物取引業、産業廃棄物処理業、緑化木の販売�

　
夜
明
け
前
、ど
ん
ど
ん
、ど
ん
ど
ん
と
廊
下
を
歩

く
音
で
目
が
覚
め
、そ
し
て
、再
び
寝
付
い
た
か
と

思
う
と
、朝
7
時
頃
に
同
じ
足
音
で
目
を
覚
ま
し

て
い
た
学
生
時
代
。
そ
れ
は
当
時
社
長
で
あ
っ
た

父
、勉
氏
が
毎
朝
、現
場
を
回
る
た
め
に
出
て
い
く

足
音
で
あ
り
、そ
し
て
朝
食
を
食
べ
に
返
っ
て
き
た

足
音
だ
っ
た
。
�

　
こ
の
よ
う
に
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
く
父

の
仕
事
に
対
す
る
情
熱
を
社
員
の
み
ん
な
が
感

じ
取
り
、大
正
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
鹿
内
組
は

大
き
く
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
老
舗
の
工
事

会
社
に
昭
和
52
年
に
入
社
し
た
鹿
内
氏
は
、平

成
8
年
に
社
長
に
就
任
。
そ
の
頃
の
会
社
の
業

績
は
、公
共
事
業
の
受
注
も
多
く
、売
り
上
げ
は

ピ
ー
ク
に
達
し
よ
う

と
し
て
い
た
。し
か
し
、

他
の
工
事
会
社
と
同

様
、公
共
事
業
の
減

少
と
と
も
に
売
り
上

げ
は
低
下
し
て
い
っ
た
。

「
青
森
と
い
う
土
地
柄
、

大
企
業
が
あ
る
わ
け

で
な
く
、や
は
り
公

共
事
業
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
東
北
新

幹
線
な
ど
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ほ
ぼ
終

了
し
、今
後
は
も
っ
と

厳
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
将
来
を

憂
慮
す
る
。
�

　
も
ち
ろ
ん
民
間
の

建
築
工
事
に
も
参
入

し
て
い
る
鹿
内
組
で
あ
る
が
、需
要
が
多
い
わ
け
で

な
い
。
な
ら
ば
、や
は
り
こ
れ
ま
で
得
意
と
し
て
き

た
土
木
関
連
の
受
注
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、力
を
注
い
で
い
る
の
が
各
種
工
法

の
技
術
導
入
。
下
水
道
管
な
ど
の
管
路
更
生
の
Ｅ

Ｘ
工
法
や
ダ
ン
ビ
ー
工
法
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
青

森
県
内
で
も
増
え
つ
つ
あ
る
老
朽
管
へ
の
対
応
に

着
目
し
た
。ま
た
、新
設
の
下
水
道
工
事
に
は
、推

進
工
法
で
あ
る
ス
リ
ー
ム
ア
ー
ク
工
法
や
Ｉ
Ｓ
Ｐ
工

法
も
導
入
し
て
き
た
。「
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
工

法
が
あ
り
、全
部
は
で
き
な
い
か
ら
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
も
の
を
取
捨
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
も
う
ち
は
中
小
企
業
だ
か
ら
、社
員
に
は
い
ろ

ん
な
こ
と
や
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、困
っ
ち
ゃ
う
ん

だ
よ
」
と
笑
う
。
�

　
ま
た
、苦
境
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
に

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、指
定
管
理
者
制
度

へ
の
参
入
。こ
の
制
度
は
、公
共
施
設
の
管
理
運

営
を
地
方
公
共
団
体
や
外
郭
団
体
に
限
定
し
て

い
た
も
の
を
民
間
に
代
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

3
年
前
か
ら
青
森
県
の
2
つ
の
総
合
運
動
公
園

の
施
設
管
理
を
請
け
負
い
、体
育
館
、プ
ー
ル
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、こ
の
制
度
は
手
放
し
に
喜
べ
る
も
の
で
も

な
い
。
規
定
年
数
の
契
約
制
で
、総
合
運
動
公
園

の
場
合
、3
年
ご
と
に
入
札
が
あ
る
た
め
、次
回

も
落
札
で
き
る
保
証
は
な
い
。
も
し
、更
新
に
失

敗
す
れ
ば
、当
然
、管
理
者
達
の
雇
用
が
奪
わ
れ

か
ね
な
い
。
そ
れ
で
も
、新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、少
し
で
も
社
員
に
活
気
が
生
ま
れ
れ
ば
と
、

積
極
的
な
参
入
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、新
た
に
一

般
廃
棄
物
、水
処
理
、斎
場
、霊
園
の
指
定
管
理

者
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
�

　
こ
れ
か
ら
の
夢
に
つ
い
て
の
問
い
に
、「
そ
ん
な

も
の
は
な
い
よ
」
と
そ
っ
け
な
い
返
事
。「
で
も
、あ

え
て
言
う
な
ら
ば
、社
員
に
き
ち
ん
と
お
給
料
を

払
っ
て
、明
る
く
、楽
し
く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
か

な
」
と
や
は
り
社
員
の
こ
と
が
一
番
の
気
掛
か
り
。

自
分
が
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
と
き
に
も
、

す
ぐ
に
家
族
や
社
員
が
顔
が
浮
か
び
、み
ん
な
に

も
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
い
な
と
思
う
。
鹿
内
氏
に

と
っ
て
、社
員
と
は
、自
分
の
家
族
同
様
大
き
な

家
族
で
あ
る
。
�

昭
和
27
年
、青
森
市
に
生
ま
れ
る
。
弘
前
大
学
、人
文
学
部
経
済

学
科
卒
業
。
大
正
12
年
創
業
の
老
舗
工
事
会
社
「
鹿
内
組
」
に

入
社
後
、平
成
8
年
よ
り
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。
�

現
在
、社
団
法
人
青
森
県
建
設
業
協
会
の
副
会
長
も
務
め
る
。

自
ら
を
楽
天
的
、脳
天
気
と
評
し
な
が
ら
も
繊
細
な
お
も
い
や
り

で
会
社
を
リ
ー
ド
す
る
。
�

代
表
取
締
役
社
長
　
鹿
内
雄
二
さ
ま
�

こ
ん
に
ち
は
！�

［参考］�・ 国土交通省 「下水道総合浸水対策緊急事業実施要項」�

・ 国土交通省 「都市における安全の観点からの雨水貯留浸透の推移について」�

・ 国土交通省 「雨水の貯留浸透を重点的かつ緊急的に進むべき地区における事業の推進について」�

・ 国立情報学研究所「デジタル台風」�

各
公
共
施
設
が
果
た
す
役
割
を
定
義
し
、雨
水
貯
�

留
浸
透
を
重
点
的
か
つ
緊
急
に
進
め
る
べ
き
地
区

や
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
よ
う
に
浸
水
対
策
が
幅
広
く
検
討
さ
れ
、

ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
し
て
雨
水
貯
留
浸
透
が
重
要

な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
中
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ

は
雨
水
貯
留
浸
透
槽
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム

を
開
発
。
学
校
の
校
庭
や
大
型
駐
車
場
か
ら
戸
建

て
住
宅
の
庭
や
駐
車
場
、そ
し
て
道
路
の
ト
レ
ン

チ
ま
で
幅
広
い
用
途
で
使
用
が
可
能
で
す
。

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
の
三
つ
の
特
長
の
内
、

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
施
工
性
の
良
さ
。
部
品
点
数

を
可
能
な
限
り
減
ら
し
、基
本
的
に
本
体
、側
板
、

天
板
の
三
つ
の
部
品
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、単
に

施
工
が
簡
単
だ
け
で
な
く
、部
品
管
理
も
容
易
に

し
ま
す
。
ま
た
、作
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、本
体
部
材
に
持
ち
手
を
付
け
ま
し
た
。
�

　
第
二
の
特
長
は
、優
れ
た
環
境
性
能
。
本
体
は

パ
レ
ッ
ト
を
使
用
せ
ず
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
で
き
る

た
め
、施
工
現
場
で
パ
レ
ッ
ト
の
産
業
廃
棄
物
処
理

が
不
必
要
で
、環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
ま
す
。

同
時
に
パ
レ
ッ
ト
の
搬
送
、撤
収
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
節
約
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
使
用
材
料
は
、

R
o
H
S
基
準
を
満
足
し
、有
害
物
質
が
含
有

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
た
め
安
心
し

て
使
用
で
き
ま
す
。
�

　
第
三
の
特
長
は
、
優
れ
た
維
持
管
理
性
。

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
は
槽
内
部
が
連
続
し
た

ト
ン
ネ
ル
構
造
で
あ
る
た
め
、管
理
ま
す（
点
検
人

孔
）か
ら
、自
走
式
カ
メ
ラ
に
よ
り
、槽
の
奥
ま
で

点
検
す
る
こ
と
が
で
き
、バ
キ
ュ
ー
ム
ホ
ー
ス
に
よ

り
清
掃
が
可
能
で
す
。
�

　
今
日
、浸
水
対
策
と
し
て
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
役
割
は
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、そ
の
重
要
性
が
浸
透
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の

R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
や
舗
装
道
路
に
と
確
実
に
実
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
�

�

半
地
下
で
の
浸
水
と�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
す
用
逆
止
弁�

「
カ
ン
タ
ン
君
」�

�　
都
市
型
水
害
の
中
で
も
危
険
性
が
高
い
の
が
、

地
下
室
で
の
被
害
。
地
下
街
や
地
下
鉄
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、近
年
は
土
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め

に
一
般
住
宅
で
も
地
下
室
や
半
地
下
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
と
く
に
平
成
6
年
の
建
築
基
準
法
の
改

正
で
、住
宅
地
下
室
の
容
積
率
不
算
入
制
度
が
定

め
ら
れ
、ド
ラ
イ
エ
リ
ア
の
設
置
等
の
一
定
基
準
を

満
た
し
た
場
合
、地
下
室
を
居
室
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
�

　
こ
の
よ
う
な
建
築
物
の
環
境
変
化
と
台
風
や

集
中
豪
雨
の
増
加
と
い
う
気
象
変
化
が
相
ま
っ
て
、

地
下
室
や
半
地
下
の
建
物
に
雨
水
が
流
入
し
、浸

水
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、直
接
の
浸
水
が
な
い
場
合
で
も
、短
時
間
に

多
量
の
雨
水
が
下
水
道
管
に
流
れ
込
み
、管
内
の

水
位
が
急
上
昇
す
る
と
、地
下
室
や
半
地
下
で
は
、

浴
室
や
洗
面
所
な
ど
の
排
水
口
か
ら
下
水
が
逆

流
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
�

　
下
水
の
逆
流
を
防
止
す
る
た
め
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
と
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ま
す
用
逆
止
弁
「
カ
ン
タ
ン
君
」
を
共
同
開
発
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
す
に
簡
単
に
取
り
外
し
が
で
き
、

目
視
に
よ
る
点
検
が
で
き
る
こ
と
を
特
長
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、最
も
重
要
な
止
水
性
向
上
の
た

め
、く
ら
型
の
形
状
と
ス
ポ
ン
ジ
系
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン

を
使
用
す
る
な
ど
形
状
と
材
質
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
東
京
都
内
を
中
心
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
き
た
「
カ
ン
タ
ン
君
」
は
、更
に

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
た
め
、現
在
、塩
ビ
ま

す
用
「
カ
ン
タ
ン
君
」
を
開
発
中
で
す
。
�

集中豪雨による浸水被害からどう暮らしを守るか�
～水害に強いまちづくり～� 3

特集�

■ 塩ビ管用逆止弁（企画中）�

■ 降雨時の半地下でのようす�

1112



製品案内�

都市の雨水流出抑制に「RAIN望スタジアム」�

雨水貯留浸透槽�

施工が早い�
本体に持ち手が付いてスピード施工が
可能です。�

維持管理性の向上�
槽内をカメラ付き自走ロボットやバキュー
ムホースが通過できます。�

環境負荷の低減�
パレットレス輸送により、使用後のパレッ
ト回収、産業廃棄物処理が不要です。�

特 長�

※財団法人
　下水道新技術推進機構
　建設技術審査証明取得
　（雨水流出抑制施設 スタジアム）

大規模�

ショッピングセンター、�
公園、運動場 など�

戸建て住宅 など�

生活道路、歩道 など� 構造図�

ショッピングセンター、�
公園、運動場 など�

小規模�

戸建て住宅 など�

トレンチ（溝）工法�

生活道路、歩道 など� 構造図�

雨水貯留槽�
RAIN望スタジアム�
（1.0千m3）�

駐車場�

ショッピングセンター�

立体駐車場�

雨水貯留槽�
RAINRAIN望スタジアム�
（8.5千m3）�

雨水貯留槽�
RAIN望スタジアム�
（8.5千m3）�

雨水貯留槽�
RAIN望スタジアム�
（1.5千m3）�

雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
　
埼
玉
県 

春
日
部
市�

■ Field Report Now　施工現場レポート� Field Report Now ／ 施工現場レポート�

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を�

水
害
か
ら
守
る
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム�

複
雑
な
構
造
を
し
た
雨
水
貯
留
槽
で
も�

維
持
管
理
性
を
発
揮
す
る
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム�

トラックでの積載状態
パレットレスで搬送するため、梱包材等の産業廃棄物を出さない。

貫通部
自走式のカメラで確認ができ、バキュームでの清掃が可能。

施工風景
本体（凹凸のブロック）には

持ち手が付いて作業者の負担を軽減。

施工概略図�完成予想図�

　
増
加
す
る
集
中
豪
雨
と
そ
れ
に
伴
う
浸
水
被

害
は
、今
年
も
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
せ

た
。そ
ん
な
中
、各
地
で
ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
両
面
で
対

策
が
行
わ
れ
、と
く
に
大
き
な
期
待
と
と
も
に
設

置
が
進
ん
で
い
る
の
が
雨
水
貯
留
槽
。
短
時
間
に

降
っ
た
雨
水
を
い
っ
た
ん
、ブ
ロ
ッ
ク
内
に
貯
め
る
こ

と
で
、激
し
い
降
雨
時
の
下
水
管
へ
の
急
激
な
雨

水
の
流
入
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
だ
。
本
誌
の
前

号
で
は
、R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
を
使
っ
た
道
路

で
の
浸
水
対
策
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
が
、今
回
は
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
下
に
埋
設
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
埼
玉
県
、春
日
部
市
に
向
か
っ
た
。

　
国
道
16
号
線
と
国
道
4
号
線
の
結
節
点
と
な

る
春
日
部
市
下
柳
に
建
設
中
の
ケ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン

セ
ン
ス
モ
ー
ル（
仮
称
）は
、埼
玉
県
内
最
大
級
の

大
型
商
業
施
設
。
敷
地
は
「
2
核
1
モ
ー
ル
」
の

本
格
的
な
商
業
施
設
を
配
し
た
セ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ

ク
と
大
型
の
直
産
セ
ン
タ
ー
や
専
門
店
が
計
画
さ

れ
る
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
。
開
発
を
手
掛
け
る

株
式
会
社
ケ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
セ
ン
ス
モ
ー
ル
は
、施

設
オ
ー
プ
ン
時
全
体
の
雇
用
を
約
3
千
人
と
し
、

税
収
の
増
加
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
と
共
に
ま

ち
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
施
工
現
場
と
な
る
土
地
は
都
市
計
画
上
、市
街

化
調
整
区
域
で
あ
り
、周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

整
っ
て
い
な
い
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
工
事

が
必
要
で
あ
っ
た
。
中
で
も
浸
水
対
策
は
、こ
れ
ま

で
幾
度
と
な
く
水
路
の
氾
濫
や
冠
水
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
地
域
だ
け
に
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
が
義
務

づ
け
さ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、3
箇
所
の
樹
脂
製
雨

水
貯
留
槽
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
。
駐
車
場
下
に

は
8.5
千
3m
の
容
量
を
誇
る
雨
水
貯
留
槽
、ま
た
立

体
駐
車
場
の
下
に
は
1.5
千
3m
の
雨
水
貯
留
槽
、そ

の
他
に
1
千
3m
の
雨
水
貯
留
槽
で
あ
る
。こ
れ
ら

タ
イ
プ
の
異
な
る
3
種
類
の
雨
水
貯
留
槽
に
適

し
た
製
品
が
検
討
さ
れ
た
。

　
雨
水
貯
留
槽
の
採
用
を
決
め
た
株
式
会
社
フ

ジ
タ
、外
構
所
長
の
中
村
仁
之
さ
ん
は
、「
数
社
の

製
品
を
検
討
し
ま
し
た
が
、施
工
条
件
を
考
慮
し

た
上
で
、維
持
管
理
性
能
、施
工
性
、強
度
、空
隙

率
、そ
し
て
コ
ス
ト
面
な
ど
を
総
合
評
価
し
、ク
ボ

タ
シ
ー
ア
イ
の
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
に
決
め

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。
中
で
も
立
体
駐
車
場
下
の

雨
水
貯
留
槽
で
は
、構
造
物
下
に
あ
る
た
め
、施

工
後
の
点
検
や
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
性
能
が

要
求
さ
れ
た
。こ
の
点
で
、R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア

ム
は
貫
通
部
か
ら
目
視
に
よ
る
点
検
が
で
き
、必

要
に
応
じ
て
バ
キ
ュ
ー
ム
で
清
掃
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
。ま
た
、大
容
量
の

雨
水
貯
留
槽
で
重
要
視
さ
れ
た
の
が
、施
工
性
と

強
度
。
施
工
性
に
関
し
て
は
、「
初
め
て
同
製
品
を

使
用
す
る
た
め
多
少
の
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の

の
、施
工
作
業
は
予
定
通
り
に
進
ん
だ
」
。一
方
、強

度
に
関
し
て
は
、「
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
の
場

合
、ブ
ロ
ッ
ク
を
か
み
合
わ
せ
て
組
ん
で
い
る
の
で
、

横
方
向
に
も
強
度
的
な
信
頼
感
が
あ
る
」
と
ま
ず

ま
ず
の
評
価
を
得
た
。

　
す
で
に
8.5
千
3m
と
1
千
3m
の
雨
水
貯
留
槽
の

施
工
は
終
了
し
て
お
り
、12
月
よ
り
立
体
駐
車
場

下
の
1.5
千
3m
の
雨
水
貯
留
槽
の
施
工
が
始
ま
る
。

「
先
行
の
2
種
類
の
工
事
か
ら
得
た
情
報
を
活
か

し
て
構
造
的
に
施
工
の
難
し
い
3
つ
目
の
雨
水
貯

留
槽
を
仕
上
げ
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
奇
し
く
も
8
月
末
の
大
雨
の
影
響
で
春
日
部

市
で
は
、43
棟
が
床
上
浸
水
と
千
二
百
棟
以
上
で

床
下
浸
水
が
発
生
し
、地
域
の
浸
水
対
策
の
重
要

性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
雨

水
貯
留
槽
R
A
I
N
望
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、こ
の
よ

う
な
大
雨
か
ら
県
内
最
大
級
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
安
全
と
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
。

株式会社 フジタ
外構所長の 中村 仁之さん

・総敷地面積： 約145,700m2　・店鋪延床面積： 約224,000m2�
・駐車場台数： 約4,900台�
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■ KC NEWS KC NEWS ／ KCニュース�

「下水道展'08横浜」のご報告�
TOPIC

1「第27回管工機材・設備総合展（名古屋）」「第40回管工機材・設備総合展（東京）」のご報告�

～新提案の「長距離塩ビ推進工法（ベル工法）と塩ビます用逆止弁＜カンタン君＞がデビュー～�～防災対策商品「貯めてるゾー」が注目を集める～�

長距離塩ビ推進工法（ベル工法）� 塩ビます用逆止弁＜カンタン君＞�

新　提　案�新　提　案�

　下水道関連の最新技術が紹介される『下水道展'08 横浜』が、

さる7月22日から4日間、パシフィコ横浜において開催されました。�

　今年のクボタシーアイブースは、「暮らしを守る」をテーマに、老朽

管対策、浸水対策、地震・未普及対策、排水設備関連など幅広い

分野に新工法・新製品を紹介。プレゼンテーションでは、全国で問

題となっている老朽管対策、浸水対策を中心に実演を交えて行い

ました。とくに、RAIN望スタジアムの施工性や維持管理性の良さ

には感心が高く、また、新提案のベル工法と専用塩ビ推進管、塩ビ

ます用逆止弁＜カンタン君＞には、来場者から早期の製品化に大

きな期待が寄せられました。�

　開催期間中には、プレゼンテーションや展示の見学だけでなく、

クイズラリーにも多くの来場者にご参加いただき、成功裏に終える

ことができました。�

TOPIC

2

多くの来場者を集めたプレゼンテーション�

ダンビー工法�
中・大口径の更生工法として実績
のあるダンビー工法の今回の注目は、
“耐震性”。新潟県中越沖地震では、
耐震型勘合部材を用いたダンビー
更生管の耐震性が実証されました。�

老朽管対策�

「名古屋水道展（第42回水道資機材展示会）」のご報告�
TOPIC

3

これまで「夢の技術」とされてきた、塩ビ推進管による長距離
推進。ベル工法は、塩ビ推進管の中に設置する「インナー支
持装置」に、周面摩擦力を負荷させることで、長距離推進を
実現しました。クボタシーアイは、専用塩ビ推進管の開発に
参画。現在、平成21年度の実用化を目指し、開発中です。�

ご好評のコンクリ
ートますで下水の
逆流を防止する、
逆止弁＜カンタ
ン君＞に塩ビます
用が仲間入り。

取付けは、コンクリートます用よ
りも更に簡単になり、その長所
はプレゼンテーションでも来場
者の注目を集めました。現在、
製品化に向けて準備中です。�

長距離塩ビ推進工法（ベル工法）、ダンビー工法、EX工法、�
勾配復元工法、ハイブリッド樹脂パネル（HPP）工法�

リブパイプシステム�
地震対策とコスト縮減で定評
のあるリブパイプシステムは、
製品のディスプレイとパネルで
解説しました。�

地震・未普及対策対策�リブパイプシステム、下水道用ポリエチレン管�

プリふた�
カラープリントのプリふたがバ
ージョンアップして再登場。�
今年は、耐候性を向上し、更に
滑り止めの特殊加工を施した
プリふたが市章、全面デザイン
のふたとして展示されました。�

排水設備関連�プリふた、KCユカマス、KC貫通パック�

雨水貯留浸透製品 RAIN望スタジアム�
大型のタペストリーを使って「施工性」、「環境
負荷の低減」、「維持管理性」を解説。プレゼ
ンテーションでは、簡単施工を実演するとともに、
自走式カメラで槽内を点検し、バキュームホー
スで清掃する様子を大型のプロジェクターに
映し、維持管理性の良さをアピールしました。�

浸水対策�雨水貯留浸透製品RAIN望スタジアム、�塩ビます用逆止弁＜カンタン君＞�

※写真は全て名古屋市吹上ホールで撮影�

クボタシーアイブース�

　さる10月2日から3日間、名古屋市吹上ホールにて「第27回管

工機材・設備総合展」、10月22日から3日間、東京都立産業貿易

センターにて「第40回管工機材・設備総合展」が行われました。�

　クボタシーアイブースでは、HTDV継手、トラップ類のラインナップ

が益々充実した「高温排水システム」をはじめ、住宅の維持管理性

能の向上に貢献する基礎貫通継手「KC貫通パック」など建築設備

関連の主要製品を展示。昨年同様、地震などの災害時に36リット

ルの飲料水を確保する貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」に

も高い注目が集まりました。今回は製品展示の他、ユーザーが気に

なる製品の排水性能実験や耐震実験をビデオにて視聴可能にする

など、さまざまな工夫を凝らし、来場者の方から好評をいただきました。�

カバーを取り去り、貯水・給水システムを
分かりやすく解説。上部のモニターでは
ビデオで耐震実験のようすを紹介しました。�

貯水機能付防災ヘッダー�
「貯めてるゾー」�

マンションなどの外壁色に合わせて選
べる4色のカラーパイプにスロップシン
ク用配管材と接着施工を目視で確認
できる透明DV継手などさまざまな配管
材を展示しました。�

カラーパイプ・継手と透明DV継手�

床下で一世帯分の排水を合流可能な
KCユカマスと排水管の更新・補修を容
易にしたKC貫通パックをセットで展示し、
壁際の配管が可能なことをアピール。�

排水合流継手「KCユカマス」と�
管基礎貫通継手「KC貫通パック」�

エコキュート貯湯タンクからトラップ、立
て管、そしてピット内横主管まで、オール
HTでの配管を提案。品揃えが益々充
実したHTDV継手、トラップ類を一挙公開。�

高温排水システム�

クボタシーアイブース�

　さる10月29日、30日の両日、

ポートメッセなごやにて「名古屋

水道展（第42回水道資機材展

示会）」が行われました。今年

のクボタシーアイブースでは、災

害に強い「街づくり」と「住まい

づくり」の両面から幅広い製品

を紹介しました。耐震管として

定評のある水道配水用ポリエ

チレンパイプでは、φ50のEF受

口付製品シリーズとφ200のEF片受け直管を発売に先駆けて発表。災害対

策には、断水時に36リットルの水道水を普段どおりに取水できる貯水機能付

防災ヘッダー「貯めてるゾー」を展示しました。また、これまで下水道の管路

更生に使用されてきたダンビー工法を水道施設の取水暗渠の耐震化に提案。

名古屋市朝日取水場での採用を紹介し、来場者から多くの関心を集めました。�

多くの新製品が展示された�
水道配水用ポリエチレンパイプ�
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■ にっぽん探訪　岩手県� にっぽん探訪 ／ 岩手県�

に
っ
ぽ
ん
探
訪 

・ 

岩
手
県�

平
和
な
世
を
願
っ
た
藤
原
氏
の
精
神
が
息
づ
く
平
泉�

　
十
二
世
紀
、戦
で
傷
つ
い
た
陸
奥
・
出
羽
を
平
和
に
し
よ
う
す

る
浄
土
思
想
の
も
と
奥
州
藤
原
氏
は
、平
泉
の
地
に
多
く
の
寺

院
を
建
立
し
た
。
今
、北
の
大
地
に
花
開
い
た
こ
の
仏
教
文
化
を

世
界
の
人
々
に
引
き
継
ご
う
と
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
平
泉
か
ら
世
界
の
平
泉
へ
…
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
盛

り
上
が
る
仏
教
文
化
の
町
を
探
索
し
た
。�

　
奥
州
藤
原
氏
初
代
清
衡
は
、前
九
年
合
戦（
一

○
五
一
年
〜
六
二
）・
後
三
年
合
戦（
一
○
八
三
年
〜

八
七
）を
生
き
延
び
、岩
手
県
南
部
の
江
刺
か
ら

平
泉
に
館
を
移
し
た
。
戦
い
に
疲
れ
た
奥
州
を
戦

の
な
い
平
和
な
土
地
に
す
る
た
め
だ
。
清
衡
以
降
、

基
衡
、秀
衡
、泰
衡
の
四
代
に
渡
っ
て
平
泉
の
地
に

さ
ま
ざ
ま
な
寺
院
を
建
て
浄
土
の
世
界
を
実
現

し
よ
う
と
し
た
。
現
在
も
平
泉
の
町
に
は
往
時
を

偲
ば
せ
る
重
要
な
文
化
が
多
数
残
っ
て
お
り
国
内

は
も
と
よ
り
、世
界
か
ら
人
々
を
集
め
て
い
る
。
�

　
平
泉
の
町
は
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
主
要
な
寺
院
や
史
跡
は
歩
い
て
回
る
こ
と
が

で
き
る
。
J
R
平
泉
駅
よ
り
国
道
4
号
線
を
歩
い

て
、関
山
丘
陵
に
建
つ
中
尊
寺
を
訪
れ
た
。
登
り

口
に
入
る
と
、い
き
な
り
急
勾
配
の
月
見
坂
が
参

拝
者
を
迎
え
る
。
参
道
の
両
側
に
は
杉
の
巨
木
が

そ
び
え
立
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
江
戸
時
代
に
こ
の

領
地
を
治
め
た
仙
台
藩
伊
達
氏
の
命
に
よ
っ
て
植

え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
坂
道
の
途
中
に
あ
る
弁
慶

堂
、薬
師
堂
な
ど
の
多
く
の
お
堂
も
ま
た
、江
戸

時
代
に
建
立
さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
ら
の
お
堂
で
足

を
休
め
な
が
ら
参
拝
し
、登
り
き
る
と
つ
い
に
金

色
堂
の
入
り
口
に
出
た
。
�

　
金
色
堂
は
天
治
元
年（
一一
二
四
年
）建
立
さ
れ

た
中
尊
寺
唯
一
の
創
建
当
時
の
遺
構
で
あ
り
、平

泉
を
代
表
す
る
建
造
物
で
あ
る
。
皆
金
色
に
輝
く

お
堂
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
覆
堂
で
守
ら
れ
た
珍

し
い
二
重
構
造
。
外
見
と
は
対
象
的
に
そ
の
内
部

は
、床
か
ら
軒
先
ま
で
金
箔
が
施
さ
れ
、穏
や
か
な

表
情
を
し
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
中
心
に
多
く

の
仏
像
が
両
脇
を
固
め
、参
拝
者
に
ま
だ
見
ぬ
極

楽
浄
土
を
連
想
さ
せ
る
。
何
よ
り
驚
く
の
は
、平

安
末
期
に
都
か
ら
離
れ
た
東
北
の
地
で
高
度
で

贅
を
尽
く
し
た
仏
教
美
術
を
作
れ
た
こ
と
。
当
時

の
藤
原
氏
の
勢
力
と
浄
土
を
実
現
さ
せ
よ
う
と

の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
�

　
金
色
堂
の
近
く
に
は
、現
在
の
鞘
堂
が
で
き
る

ま
で
金
色
堂
を
風
雪
か
ら
守
っ
て
き
た
木
造
の
旧

覆
堂
や
銅
板
葺
の
屋
根
を
持
ち
経
典
が
納
め
ら

れ
た
経
蔵
が
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
�

 
俳
人
、松
尾
芭
蕉
も
17
世
紀
に
こ
の
地
を
訪
れ
、

「
五
月
雨
の
　
降
り
残
し
て
や
　
光
堂（
金
色
堂
）」

と
い
う
句
を
詠
ん
だ
。
芭
蕉
が
訪
れ
た
時
代
に
は

金
色
堂
は
ず
い
ぶ
ん
傷
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
、そ
ぼ
降
る
雨
の
中
、唯
一
、光
輝
く
金
色

堂
を
見
た
芭
蕉
の
感
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。�

平
安
浄
土
文
化
を
花
咲
か
せ
た 

中
尊
寺�

基
衡
が
こ
の
世
に
築
い
た
浄
土 

毛
越
寺�

金色堂内陣（国宝）�
堂内部は黒漆塗りの上から分厚い金箔で飾られ、4本の巻柱の菩薩は蒔絵に
よるもの。須弥壇（仏壇下部）の孔雀は金細工、南海産の夜光貝をちりばめ
た螺鈿細工など12世紀における阿弥陀堂建築の最高傑作。また、金色堂は
藤原氏四代の遺体、首級が安置された霊廟である。［写真／中尊寺］�

岩手県�

盛岡市�

白山神社能楽殿�
金色堂の北に位置し、中尊寺を鎮守する白山神社。
その境内に建立された能楽殿は、1853年仙台藩
が寄進した。橋掛、楽屋などを完備した構成の近
世能舞台の遺構としては東日本唯一とされ、国の
重要文化財に指定されている。舞台の松と竹は、
能画の大家、松野奏風師が昭和22年に描いた。�

旧覆堂�
奥州藤原氏が滅亡した後、覆堂は
1288年鎌倉幕府によって造営された。
現存する覆堂は、15世紀ごろに改築さ
れたもの。方５間（1辺約９ｍ）の大きさ。
国指定重要文化財。�

現在の覆堂�

住所：岩手県平泉町平泉衣関202�
交通：JR平泉から徒歩25分、�
　　 巡回バス「るんるん」で10分�

中尊寺�

浄土庭園・大泉が池�
手前の洲浜から出島石組と池中立石を望む。荒磯の風景を表現した庭園の中でも変化に富むポイント。�

　
J
R
平
泉
駅
か
ら
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
毛
越

寺
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
右
手
に
見
え
る
広
大

な
芝
生
の
公
園
が
旧
観
自
在
王
院
庭
園
。
藤
原

氏
二
代
基
衡
の
妻
が
建
立
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
の

庭
園
で
、奧
に
は
舞
鶴
が
池
と
称
さ
れ
る
園
地
が

広
が
る
。
し
だ
れ
柳
、み
ず
な
ら
、赤
松
、も
み
じ

な
ど
様
々
な
木
々
が
池
を
囲
み
、静
か
な
空
間
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
�

　
そ
の
旧
観
自
在
王
院
庭
園
に
隣
接
し
、中
尊

寺
と
と
も
に
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
毛
越
寺
。

奥
州
藤
原
氏
二
代
基
衡
に
よ
っ
て
12
世
紀
中
頃
に

造
営
さ
れ
た
。
吾
妻
鏡
に
よ
る
と
三
代
秀
衡
の
と

き
に
は
40
に
お
よ
ぶ
堂
塔
に
5
0
0
以
上
の
僧

坊
を
抱
え
る
大
伽
藍
が
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
�

　
山
門
を
く
ぐ
り
右
手
に
見
え
る
の
が
浄
土
庭
園
・

大
泉
が
池
。
基
衡
が
浄
土
の
世
界
を
こ
の
世
に
表

現
し
よ
う
と
造
園
し
た
。
そ
の
中

心
の
大
泉
が
池
は
、曲
線
が
美
し

い
洲
浜
、荒
磯
を
表
現
し
た
出
島
、

枯
山
水
の
築
山
な
ど
複
雑
な
構

成
で
見
る
も
の
を
飽
き
さ
せ
な
い
。

池
の
周
り
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が

ら
自
分
の
好
き
な
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
て
み
る
の
も
い
い
。
�

　
元
々
、こ
の
池
の
周
り
に
は
堂

塔
が
建
ち
並
び
伽
藍
を
形
成
し
て

い
た
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
て

し
ま
い
、今
は
礎
石
を
残
す
ば
か
り

と
な
っ
て
い
る
。
各
堂
塔
の
遺
跡
に

は
、名
称
と
解
説
が
付
け
ら
れ
時

代
背
景
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
唯
一
残
存
し
て
い

る
常
行
堂
は
、一
七
三
ニ
年
仙
台
藩

主
伊
達
氏
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た

当
時
の
趣
を
伝
え
る
重
要
な
建

築
物
。こ
れ
ら
当
時
の
伽
藍
を
描

い
た
絵
が
池
の
南
の
南
大
門
跡
の

そ
ば
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。で
も
、

も
し
時
間
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る

の
な
ら
、往
時
の
繁
栄
を
是
非
見

て
み
た
い
、そ
ん
な
ロ
マ
ン
溢
れ
る

庭
園
で
あ
る
。
�

住所：岩手県平泉町平泉大沢58�
交通：JR平泉から徒歩7分、巡回バス「るんるん」で3分�

毛越寺�

そ
の
他
の
見
所�

しゅみだん�

らでん�

き
よ
ひ
ら�

も
と
ひ
ら�

ひ
で
ひ
ら�

や
す
ひ
ら�

も

う

つ

う

じ

�

達谷窟毘沙門堂�
平泉の中心から西に約6kmに位置する。征夷大将軍坂上田村麻呂が
蝦夷征伐の勝利のお礼に建立したと伝えられる。京の清水寺の舞台造
りを模し、九間四面の精舎を建て、108体の毘沙門天を祀り、国を鎮める
祈願所として建てられた。３つの鳥居をくぐると、そぐ奧に岩に寄り添うよ
うに毘沙門堂があり、西側の岩壁には岩面大仏と呼ばれる磨崖仏がある。�
住所： 岩手県西磐井郡平泉町平泉字北澤１６番地�
平泉の中心から西に約6km。平泉から循環バスが利用できる。�

無量光院跡�
藤原氏三代秀衡が宇治の平等院鳳凰堂を模して
建立した寺院跡。仏堂と園池を設けた浄土庭園で、
その遺構は良好で国の特別史跡の指定を受けて
いる。彼岸のころ西の金鶏山に日が沈むように設
計された。これまでの発掘で南北約320m、東南約
230mの長大なもので、西、北、東に土塁で囲まれ
ていたことが判明している。JR平泉駅から徒歩10分。�

長者ヶ原廃寺跡�
平泉の北を流れる衣川から北へ1kmの地点にあ
る寺院跡。回りは普通の田畑でひっそりと石碑
が立っている。これまでの発掘調査から藤原氏
が活躍した12世紀以前のものと推定される。平
成17年国の史跡に指定されたものの、築地塀
外部のようすなど未解決の部分を残しており、今
後も調査が続けられる。JR平泉駅から車で10分。�

たっこくのいわや�

本　堂�
本尊は薬師如来。脇侍に日光菩薩、月光菩薩が安置される。�
平成元年に再建された平安様式の寺院。�

常行堂�
本尊は宝冠の阿弥陀如来。奥殿には秘仏として崇められる摩多羅神が祀られる。�
毎年正月二十日には国指定の重要無形民族文化財である「延年の舞」が奉納される。�

岩面大仏�

平泉町�
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建築設備分野� 水道分野�新製品のご案内�

ロングサニタリーベンド�

品番 2352

サニタリーベンド�
ショート型�
品番 2359 呼び径�

75×75、�
100×75、�
150×75

サニタリー�
片受け直管�
品番 1301

90°大曲がりエルボ�
（HTDV-LL）�

品番 2192

呼び径�
50、75、�
75×50

90°大曲Y�
（HTDV-LT）�

品番 2195

呼び径�
75×50、75

45°Y�
（HTDV-Y）�

品番 2197

呼び径�
75×50、75

耐熱排水エルホッパ－�
（TH-LHP）�

品番 2195

呼び径�
50×20

耐熱排水エルホッパ－�
（TH-LHP）�

品番 2195

呼び径�
75×50

呼び径 75 呼び径 75 呼び径 75 呼び径 75

サニタリー10°ベンド�

品番 1301

PE挿し口付うず巻式�
T字管［RF形、GF形］�
品番 9464

硬質ポリ塩化ビニル製 サニタリーベンド（シルバーグレー色）� 高温排水用HTDVシリーズ�

分岐部を管底部からのうず
巻形状にすることで管底部
にある夾雑物を分岐方向
の消火栓から排出できます。

NEW

食器洗浄機用耐熱
排水継手の起点エ
ルボとしても使用可能。

大根�

セロリ�

にんじん�

強火�

水 2リットル�
塩 小さじ2

弱火�

しょうゆ�

■ パルちゃんのレッツトライクッキング！� ミズエおばあちゃんの知恵袋 ■�

すまし仕立てでお雑煮代わりにも！�

もち入り和風シチュー�

牛肉（角切りシチュー用）�
大根�
にんじん�
セロリ�
月桂樹の葉�
塩�
しょうゆ、こしょう�
もち�
溶きがらし、マスタード�

‥‥‥‥‥‥‥‥ 400g�
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1/2本�
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1本�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1～2本�
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1枚�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ2�
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 各少々�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量�
‥‥‥‥‥‥‥ お好みで�

野菜でヘルシー、�
おもちも入ってお腹も満足！�
みなさんこんにちは。今回は、お正月のお雑煮代

わりにもなる、和風シチューにトライです。シンプル

なすまし仕立てで野菜と牛肉のうま味を引き立て、

焼きたてのおもちの香ばしさが食欲をそそります。

家族みんなで「ふうふう」してね！�

（
4
人
分
）�

熱湯で牛肉の表面の色が変わるまで
茹でる。野菜は大きく切っておく。�

1

4

シチュー鍋に水2リットルと茹でた牛肉、
野菜、月桂樹の葉、塩を入れて強火で
煮立てる。�

2 煮立ったら弱火にし、表面をふつふつ
させてさらに1時間半煮る。�

3

出来上り直前に、�
もちを焼きあげておく。�

煮ている時間は少し
かかるけど、材料さえ
揃えばすぐにできます。
残ったらカレーに変身
させても美味しいよ！�

参考出典 ： 
小林カツ代のおいしい夕食
つくりおきのヒント
（21世紀ブックス／主婦と生活社）

※鍋の蓋は少しずらしておく。�
　時々味を見て、薄かったらしょうゆを足す。�

器にアツアツを注ぎ、�
焼いたもちをトッピング。�

※こしょうを振れば風味満点！�
　肉は溶いたからしやマスタード
　　  をつければ美味しいよ！�

「
タ
テ
収
納
で

収
納
で
�

　
片
付
け

　
片
付
け
上
手
上
手
」
の
巻
�

「
タ
テ
収
納
で
�

　
片
付
け
上
手
」
の
巻
�

参考出典 ： 「決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ」（発行： 主婦の友社）

い
い
ね
ぇ
、�

あ
り
が
と
う
�

フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
の
蓋
は
、�

1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
定
番
の
�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
�

書
類
ケ
ー
ス
に
立
て
て
�

収
納
す
る
の
さ
。
�

出
し
入
れ
し
や
す
い
し
、�

場
所
も
と
ら
な
い
よ
。
�

マ
グ
カ
ッ
プ
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
�

”タ
テ
置
き
ホ
ル
ダ
ー
”を
�

作
っ
て
収
納
す
る
と
�

ス
ッ
キ
リ
す
る
よ
。
�

�1.5
リ
ッ
ト
ル
の
円
柱
形

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
図
の
よ
う
に

カ
ッ
ト
し
、側
面
に
カ
ッ
プ
の
持
ち
手
を

通
す
溝
を
切
り
込
む
。

仕
上
げ
に
、手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
切
り
口
は

ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
で
覆
っ
て
お
こ
う
。

そ
う
そ
う
、タ
テ
収
納
な
ら
�

子
ど
も
靴
は
、1
0
0
円
�

シ
ョ
ッ
プ
で
売
っ
て
る
ネ
ッ
ト
�

ハ
ン
ガ
ー
を
壁
に
立
て
掛
け
、�

S
字
フ
ッ
ク
を
か
け
て
�

吊
る
す
だ
け
。
�

ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
。
�

パ
ジ
ャ
マ
や
T
シ
ャ
ツ
な
ど
は
�

丸
め
て
深
さ
の
あ
る
カ
ゴ
�

に
立
て
て
、押
し
入
れ
に
�

収
納
す
る
と
、選
び
や
す
�

い
し
、す
ぐ
に
取
り
出
せ
�

る
ね
。
�

あ
、そ
う
そ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
…
�

ペ
ラ
ペ
ラ
、ペ
ラ
ペ
ラ
…
�

コ
ー
ヒ
ー
で
も
�

入
れ
よ
う
か
�

や
か
ん
、�

や
か
ん
…
�

ち
ょ
っ
、�

ち
ょ
っ
と
�

待
っ
て
ね
。
�

そ
う
か
！
�

リ
サ
イ
ク
ル
�

だ
ね
！
�

作
り
方

底を
上に

※2個くらい入る。

　
簡
単
だ
し
、�

玄
関
の
省
ス
ペ
ー
ス
�

　
に
も
な
る
ね
。
�

ペラペラ、�　　ペラペラ…�

おばあちゃんって、�
生活の知恵の話になると、�

ホント�
”立て板にミズエ”ね。�
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クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子

メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、

その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行う

とともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

編
集
後
記�

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い�

個人情報保護について�

■ 読者プレゼント付きクイズ� お便りコーナー ■�

第164号の正解�
答：B,C,E,F,H
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

正解者の中から先着300名様にクボタシーア
イオリジナルカレンダーを進呈します。解答ハガ
キのお名前は、楷書ではっきりとお書きください。

多色刷りの版画を専門とする谷内正遠が作り
出す懐かしい日本の原風景をカレンダーに。�
このカレンダーで穏やかな新年をお迎えください。�

プレゼント�

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは�
どこにある？�

まちがい探し�
クイズ�

A
B

C

D
E

F G H I

岩手県・平泉から10kmほどの所に「厳美峡」と呼ばれる景勝地
があります。その周りは住宅地で「いったい、こんな所に」と疑い
ながら、橋の上に立ってみると思わず「お～」っと歓声をあげてし
まいました。そこに広がっていたのは、紅葉と渓谷が織りなす見
事な風景。中尊寺や毛越寺を回る周遊バスもあります。

施工現場の君津からの帰り、東京湾アクアラインの海ほたる
でトイレ休憩。パーキングといえども巨大な施設。5階建てのフ
ロアーには飲食店や土産物店がびっしり。家族連れでここで週末を過ごす家族もいると
いうのも納得。わずか10分程度の滞在でも十分楽しめる施設でした。

谷内正遠作の版画を特集した�
クボタシーアイオリジナル�
2009年度版カレンダー� 300

先着�

名様�

たにうちまさと�

※当選個数は1個です。  ©谷内正遠／木ノ葉画廊／フジフォトス

「2009・第37回 カレンダーイメージ調査」に出展します�

● 首都圏 ： 三越 日本橋店／12月18日（木）～24日（水）
● 関　西 ： 大丸 神戸店／12月26日（金）～30日（火）

［展示調査会場・日時］�

応募締切日： 2008年12月31日（当日消印有効）�

石
川
県
・
株
式
会
社
ア
リ
タ
金
沢
支
店

向
外
美
さ
ま�

「
定
年
退
職
を
目
前
に
」�

　
来
年
二
月
二
十
日
で
定
年
を
迎
え
ま
す
。

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
い
つ
の

間
に
か
歳
を
重
ね
、六
十
歳
の
大
台
に
乗
っ

て
し
ま
う
。
脳
年
齢
と
肌
年
齢
の
差
が
あ

り
す
ぎ
て
、恐
ろ
し
い
〜
、そ
し
て
哀
し
い
。

で
も
、楽
し
い
時
間
に
期
待
で
き
る
か
も
。

■
い
つ
も
、お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
と
、

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
一
年
が
過

ぎ
去
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、気
が
付
い

て
み
る
と
定
年
。し
か
し
な
が
ら
定
年
も

人
生
の
一
幕
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な

人
生
の
舞
台
に
向
け
で
ゆ
っ
く
り
充
電
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。�

�

滋
賀
県
・
岡
鑿
泉
工
業
所�

（
お
か
さ
く
せ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う
し
ょ
）�

種
本
瑞
紀
さ
ま�

「
か
わ
い
い
勘
違
い
」�

　
家
族
で
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
く
途
中
、

十
六
歳
の
長
男
が
「
マ
マ
、若
作
り
し
た
け

ど
、ど
う
？
」
と
尋
ね
て
い
る
と
、五
歳
の

次
男
に
「
マ
マ
も
お
腹
空
い
て
い
る
の
？
僕

も
腹
ぺ
こ
や
ね
ん
。お
造
り
食
べ
よ
う
な
」

と
言
わ
れ
て
家
族
は
一
瞬
、何
の
こ
と
か
分

か
ら
ず
沈
黙
。で
も
「
若
作
り
」
と
「
お
造

り
」
を
勘
違
い
し
た
こ
と
に
気
づ
く
と
み

ん
な
大
笑
い
。「
マ
マ
の
若
作
り
は
食
べ
ら

れ
な
い
ん
だ
よ
」
と
説
明
し
て
や
り
ま
し

た
。
ま
た
、先
週
は
弓
道
と
柔
道
の
話
を

し
て
い
る
と
、「
マ
マ
、十
一
道
や
十
二
道
と

か
十
三
道
も
あ
る
の
？
」
と
お
か
し
な
質

問
。
な
る
ほ
ど
、弓
道
は
九
道
、柔
道
は

十
道
と
勘
違
い
し
て
い
る
様
子
。
息
子
の

頭
の
中
は
、思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。お
陰
で
家
族
は
大
爆
笑
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
弓
道
、柔
道
の
次
は
「
十
一
道
」
と
は
良

く
で
き
て
い
ま
す
。し
か
し
、五
歳
の
お
子

様
の
一
生
懸
命
の
思
考
、連
想
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。
新
し
い
言
葉
や
意
味
を

覚
え
て
い
く
と
、ま
た
新
し
い
世
界
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
爆
笑
と
共
に
感
動
を

呼
び
ま
す
。

�
佐
賀
県
・
小
城
市
水
道
課�

森
永
正
敏
さ
ま�

「
ホ
タ
ル
の
舞
う
街
」�

　
佐
賀
県
小
城
市
の
祇
園
川
で
は
源
氏

ボ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
も

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
ホ
タ
ル
の
鑑
賞

に
来
ら
れ
ま
し
た
。一
時
は
ホ
タ
ル
が
い
な

く
な
っ
た
祇
園
川
を
地
元
の
ホ
タ
ル
保
存

会
の
み
な
さ
ん
の
努
力
で
ホ
タ
ル
の
光
の

帯
が
復
活
し
た
も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら

今
年
の
ホ
タ
ル
の
季
節
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、来
年
も
五
月
中
旬
か
ら
見
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
流
域
約
2.5
km
に
渡
っ
て
数
十
万

匹
の
源
氏
ボ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
祇
園
川
。

し
か
し
、ホ
タ
ル
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
ん

で
す
ね
。失
う
の
は
簡
単
で
す
が
、復
活
さ

せ
る
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
甦
っ
た
祇
園
川
で
の
幻
想
的
な

光
の
世
界
を
是
非
体
験
し
た
い
も
の
で
す
。

�

愛
知
県
・
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
設
計
第
一

課
大
館
学
さ
ま�

「
物
価
高
を
逆
手
に
と
っ
て
…
」�

　
ガ
ソ
リ
ン
だ
け
で
な
く
、カ
ッ
プ
麺
、バ

タ
ー
な
ど
食
品
の
値
上
げ
、品
不
足
は
頭

の
痛
い
問
題
で
す
。
小
麦
粉
の
値
上
が
り

は
激
し
い
で
す
が
、最
近
手
打
ち
う
ど
ん

を
作
る
の
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
中
力
粉

と
塩
と
水
だ
け
で
簡
単
に
で
き
、一
玉
分

の
原
価
も
三
十
円
程
度
と
安
価
で
す
。
値

上
げ
に
怒
る
だ
け
で
な
く
自
分
で
汗
し
て

食
物
を
作
る
大
切
さ
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
多
く
の
方
か
ら
物
価
高
騰
に
関
す
る

お
便
り
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。確
か
に
、

物
価
高
を
い
く
ら
嘆
い
て
も
し
ょ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
で
作
れ
ば
、安
く
で
き
る

だ
け
で
な
く
、作
る
楽
し
み
と
食
べ
る
楽

し
み
が
膨
ら
み
ま
す
ね
。

静
岡
県
・
袋
井
設
備
株
式
会
社�

松
本
長
平
さ
ま�

「
地
震
対
策
に
つ
い
て
」�

　
地
震
に
強
い
地
域
を
作
る-

地
方
自

治
体
が
取
り
組
む
地
震
対
策
は
当
地
方

が
東
海
地
震
の
強
化
区
域
で
あ
り
、昭
和

十
九
年
十
二
月
七
日
の
東
南
海
地
震
を

目
の
当
た
り
に
見
て
い
る
生
き
証
人
で
す

の
で
感
心
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
当

時
は
全
く
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
未
整
備
だ
っ

た
時
代
で
あ
っ
た
だ
け
に
、（
現
在
、地
震

が
発
生
す
る
と
）一
体
ど
の
よ
う
な
被
害

を
及
ぼ
す
の
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
宮
城
岩
手
地
震
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
内
陸
で
も
予
想
以
上
の
被
害
要
因

が
あ
る
だ
け
に
行
政
、業
者
と
も
緊
張
の

日
々
で
、心
配
し
て
お
り
ま
す
。

■
前
号
で
は
水
道
の
地
震
対
策
を
特
集

を
し
ま
し
た
が
、そ
の
発
行
と
ほ
ぼ
同
時

に
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。そ
れ
だ
け
、日
本
の
ど
こ
か
で
頻
繁
に

地
震
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
東
海
地
方
も
か
な
り
前
か
ら
そ
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、関
係

者
や
住
民
の
方
々
の
ス
ト
レ
ス
が
心
配
で

す
。
自
然
災
害
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、そ
の
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る

よ
う
に
我
々
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
府
・
三
洋
設
備
株
式
会
社
内�

土
谷
君
枝
さ
ま�

「
エ
コ
ラ
イ
フ
を
ス
タ
ー
ト
」�

　
エ
コ
時
代
に
入
っ
て
我
が
家
も
努
力
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
家
を

修
理
し
ま
し
た
。
屋
根
に
温
水
ヒ
ー
タ
ー

を
取
付
け
、雨
水
を
溜
め
て
、植
木
の
水

や
り
に
使
用
す
る
方
法
。
西
日
が
非
常
に

強
い
の
で
、テ
ン
ト
を
付
け
る
と
室
内
が

涼
し
く
な
る
。
今
思
え
ば
出
来
る
こ
と
な

ん
だ
け
ど
、費
用
の
こ
と
ば
か
り
気
に
し

て
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
い
ま

す
。
今
か
ら
一つ
一つ
実
行
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

■
初
期
費
用
は
か
か
る
が
、環
境
に
良
く

て
維
持
費
も
少
な
く
て
す
む
、そ
ん
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
流
行
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
ね
。
太
陽
光
発
電
な
ん
か
も
同
じ
で
す

が
、や
は
り
初
期
費
用
が
気
に
な
り
ま
す
。

で
も
、行
動
に
移
す
と
そ
の
経
済
性
と
環

境
性
が
実
感
さ
れ
る
。
や
っ
ぱ
り
必
要
な

の
は
決
断
力
で
し
ょ
う
か
。

�

大
阪
府
・�

株
式
会
社
ス
ミ
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

松
岡
和
子
さ
ま�

「
従
業
員
そ
れ
と
も
招
き
猫
？
」�

　
窓
の
外
を
見
て
い
る
社
長
と
私（
ネ
コ

の
華
）。「
早
く
み
ん
な
帰
っ
て
こ
な
い
か

な
〜
」

■
オ
フ
ィ
ス
で
の
華
ち
ゃ
ん
の
活
躍
ぶ
り

が
う
か
が
え
る
ナ
イ
ス
な
一
枚
で
す
。

兵庫県・加古川サービスセンター�
見澤良隆さまの作品�

山口県・周南市水道局菊川浄水場�
河村栄治さまの作品�

沖縄県・西原町役場上下水道課�
與古田光平さまの作品�

大阪府・アサヒ水道商会�
朝比奈綾香さまの作品�

愛知県・株式会社大成設備工業�
吉田なな子さまの作品�

滋賀県・栗東市上下水道事業所上下水道課�
高山日菜さまの作品�

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただくことがあります。
また、ハガキはお返し致しませんので、予めご了承願います。 2122
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本 社
東 京 本 社
北海道支店
東 北 支 店
中 部 支 店

（06）6648 -2375
（03）3287 -3910
（011）214-6291
（022）267-8955
（052）564-5145

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 1 丁 目 2 番 4 7 号
東京都千代田区丸の内1丁目8番2号第一鉄鋼ビルディング4階
札幌市中央区北3条西3丁目1番25北3条ビルディング3階
仙 台 市 青 葉 区 本 町 2 丁目 3 番 1 0 号 仙 台 本 町ビル 6 階
名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3 丁目 2 2 番 8 号 大 東 海ビル 3 階

〒556-8601 
〒100-0005
〒060-0003
〒980-0014 
〒450-0002 

PALお問い合わせ先 ／ 〒100-0005 東京都千代田区丸の内1丁目8番2号 第一鉄鋼ビルディング4階（東京本社内）    （03）3287-3910
ホームページアドレス ／ http://www.kubota-ci.co.jp

中 国 支 店
四 国 支 店
九 州 支 店
沖縄営業所

（082）546-0490
（087）836-3908
（092）473-2453
（098）868-1110

広 島 市中区袋町 4 番 2 5 号 明治安田生命広島ビル 9 階
高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1 朝 日 生 命 高 松 ビ ル 6 階
福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号住友生命博多ビル2階
那覇市久茂地 2 丁目9 番 7 号住友生命那覇久茂地ビル

〒730-0036 
〒760-0050
〒812-8691
〒900-0015 

特　長�

地下水を経済的に管理し、収穫アップを可能にする�

FOEASFOEAS フォアス�
新地下水位制御システム�

従来の地下灌漑は、暗渠排水施設に直接用水を注水す

る方法や排水路を堰き上げて排水を注水する方法などが

取られていましたが、これらは、作物が必要とする地下水位・

土壌水分を圃場全体で均一に維持することが困難でした。�

また、用水中には泥・土砂などが混入しており、暗渠管内

への堆積が問題となっていました。そこで、これらの課題

を解決するとともに、湿害と旱魃に関わらず常に地下水

位を設定高で維持するフォアスシステムが開発されました。�

独立行政法人農業・食品産業�
技術総合研究機構農村工学�
研究所と（株）パディ研究所が�

共同開発した特許�
工法です。�

FOEAS�
地下水位制御システムは、�

フォアスシステム導入� 対照区�フォアスシステム導入� 対照区�

田畑輪換を可能とし、「連作障害」を�
防止できます。�

11

地耐力をコントロールすることが�
できるため、機械作業が容易になります。�

122

旱魃、豪雨などによる湿害を�
避けることができます。�

144

暗渠工事費用でＦＯＥＡＳ全体の工事ができ、�
日常の水管理が容易に行え、大幅な省力化に�
つながります。�

155

播種期や栽培方法などの選択肢が�
広がります。�

133

■ フォアスのイメージ図�

広域で、計画的な�
「米・麦・大豆」栽培�
が行えます。�

広域で、計画的な�
「米・麦・大豆」栽培�
が行えます。�

● 平成18年度に農林水産大臣賞を受賞�
● 農林水産省の「農業新技術２００８」に選定�


